





































































どの考慮、を含む解釈 (authorcentered exegesis)である。10) 例えば，
ユダヤ教の伝統的立場を表わす夕/レムードは， Iサムエルは，その名を

















































する (textcentered exegesis) 020)例えば， D
全体を交差構造の視点から分析し，その中心部分 (focalpoint)をギ
デオン物語とみなした。21) また， J. Paul Tannerも，交差構造の分析
により，ギデオン物語の中心部分を 7章l節から 11節と分析した。22)
しかし，テキストだけに集中し，歴史を完全に無視することは困難で
















































































ある (4:3)。特に， I抑圧する (Y 0'() Jは，ギデオンの物語にも使












地方の森林地帯と推定した。34) 同様に， B. MaislerもLXXの“for-
























-デボラがパラクにイスラエル軍の編成を命じる (4: 6-7) 
-ゼプルンとナアタリの一万人，および，デボラとパラクがケデ
シュに上る (4: 10) 
-シセラは，ハロシェト・ハゴイムからキション川までの九百の鉄















追撃し，全滅させる (4 : 16) 
・シセラは，徒歩でトヤエノレの天幕に逃げ，殺される (4: 17-21) 
・パラク軍が到着し，シセラの死を確認する (4: 22) 
・イスラエル軍は，カナン王ヤビンを断ち滅ぽす (4: 23-24) 
パラク軍が招集された場所ケデシュ (4:10)は，出陣拠点のタボル山














味しているとしても， 4章 16節の 「ハロシェト・ハゴイムまで」の表
現に使われている前置詞「まで (1!l)Jの記述に「移動の目的地の意











































































動を想起した表現と解釈されてもいるが， 46) しかし， r地の震え，雨の
滴り」の表現は，召命や勝利のしるしの記事と密接に関連している。例












































































































































































? ???， ??，?? ?、????
結集 ・対時 6: 33-35 
しるし 6: 36-40 
本陣形成 7・ 1-8 
偵察活動 7: 9-14 
会戦 7: 15-22 
援軍による追撃 7: 23-25 









本隊による追撃 8・ 4-12 4: 16 
帰還 8: 13-17 5: 23 
戦いの終結 8: 18-21 4: 17-24 5: 24-30 
戦後の状況 8: 22-35 5・31
デボラとパラクの戦いは，ヤビンの不当な抑圧を排除するための戦い
であった。主から与えられた命令に従って志願したイスラエノレの兵士
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